
厚生労働省発食安0609第1号  

平 成 2 2 年 6 月 9 日  

薬事・食品衛生審議会   

会長 望月 正隆 殿   

厚生労働大臣 長安 l昭  

諮 問  書  

食品衛生法（昭和22隼法律第233号）第10粂及び第1】条第1項の規定に基  

づき、下記の事項について、貴会の意見を求めます。  

1．ピペリジンの搾功桐勿としての指定の口J否について  

2．ピペリジンの添加物としての使用基準及び成分規路の設定について  
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評価結果：ピペリジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと  

考えられる。  

6．摂取量の推計   

上把の食品安全委員会の評価結果によると次のとおりである。  

添加物（香料）「ピペリジン」の香料としての年間使用量の全量を人口の10％が消   

費していると仮定するJECFAのPCTr（PerCapitaintakeTimesTen）法による  

1軸5年の米国及び欧州こおける一人一日あたりの推定摂取最は、それぞれ96帽及   

び103帽である。正確には、指定後の追跡調査による確認が必要と考えられるが、   

既に指定されている香料物質の我が国と欧米の推定摂取堤が同程度との情報がある   

ことから、我が国での本品目の推定摂取故は、およそ96から103帽の範囲になると   

推定される。なお、米国では食品中にもともと存在する成分としてのピペリジンの摂   

取晶は、意図的に添加された本物質の約1．5倍であると推定される。  

7．新規指定について   

ピペリジンを食品衛生法第10条の規定に基づく添加物として指定することは差し   

支えない。ただし、同法第11条第1項の規定に基づき、次のとおり使用基準と成分   

規格を定めることが適当である。  

（使用基準案）   

香料として使用される場合に限定して食品健康影響評価が行われたことから、使用   

基準は「青書の目的以外に使用してはならない。」とすることが適当である。  

（成分規格案）   

成分規格を別紙1のとおり設定することが適当である。（設定根拠は別紙2、JECFA   

規格等との対比表は別紙3のとおり。）  

ピペリジンの食品添加物の指定に関する部会報告書（案）  

今般の添加物としての新規指定並びに使用基準及び成分規格の設定の検肘につい  

ては、国際汎用添加物として指定の検討を進めている当鞍添加物について、食品安  

全季長会において食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、添加物部会において  
審議を行い、以下の報告をとりまとめるものである。  

1．品目名：ピペリジン  

Piperidine  

〔CAS番号：110・89・4】  

2．構造式、分子式及び分子量   

構造式：   

凸   

分子式及び分子量：  

C5HllN 85．15  

3．用途   

香料  

4．概要及び諸外国での使用状況   

ピペリジンは、ホップ油、コーヒー、大麦、にしんの塩蔵品等の加工品、麦芽、チ   

ーズ等の食品中に牢在する成分である。欧米では、焼菓子、グレービーソtス類、ソ   

フト・キャンディー類、アルコール飲料、清涼飲料、冷凍乳製品類など様々な加工食   

品において香りの再現、風味の向上等の目的で添加されている。  

5．食品安全委員会における評価結果   

食品安全基本法（平成15年法律案48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、平   

成22年3月15日付け厚生労働省発食安0315第1号により食品安全委員会あて意見   

を求めたピペリジンに係る食品健康影響評価については、平成22年3月30日に開催  

された添加物専門調査会の議論を踏まえ、以下の評価結果が平成22年5月20日付け   

府食第399号で通知されている。  
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（別紙1）  
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ピペリジン（案）  

Piperi血ne  

凸  
分子量 85．15  C5HllN   

Pjperid迅e【110・89・4】  

含  見 本品は，ピペリジン（C5HllN）98．0％以上を含む。  

性  状 本品は，無～淡炎色の透明な液体で，特有のにおいがある。  

碓認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し，本品のスペクトルを参照   

スペクトルと比較するとき，同一波数のと．ころに同様の強度の吸収を認める。  

純度試験（1）屈折率 n芸＝1．450～1．454  

（2）比重 d…；＝0．郎8～0．8G2  

定嵐法 香料・試験法中の香料のガスクロマトグラフィーの面相百分率法の操作条件（2）により   

定量する。  
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（別紙2）  

ピペリジンに係る成分規格等の設定根拠  沸点の規格をJECFAは「106℃」としている。′一般に、香料化合物は、加熱分解臭を  

つけないように減圧精密蒸留により一定の範囲の留分を得たものであり、その品質管理は  

GC法により実施されるため、沸点は必ずしも香料化合物の品質規格管理項目として重要  

ではないと考えられることから、本規格案では沸点に係る規格を採用しないこととした。  含量   

JECFAは「98％以上」を規格値としている」本規格案では、国際整合性を考慮して  

JECFA規格と同水準の規格値とするが、他の添加物の規格値との整合性を考慮して小数  

第1位までを有効数字とし「98．0％以上」とした。  

性状   

JECFAは「無～微、淡黄色の液体；アンモニア様、魚様なむかつく臭気」を規格とし   

ている。   

本品は特有の香気を持つが、香気は人により必ずしも同一に感ずるとは限らないことか   

ら、本規格案ではり無～淡黄色の透明な液体で，特有のにおいがある。」とした。  

確認試験   

JECFAは確認試験に赤外吸収スペクトル測定法を採用していることから本規格案でも  

赤外吸収スペクトル測定法を採用した。  

純度試験   

（1）屈折率JECFAは「1．450～1．454（20℃）」としている。本規格尭では国際整合  

性を考慮してJI；CFAが規格値としている「n晋＝1．450～1．454」を採用した。   

（2）比重JECFAは「0．858～0．8G2（25℃／25℃）」としている。本規格案では国際整  

合性を考慮してJECmが規格値としている「d≡≡＝0．858～0．8G2」を採用した。   

定教法   

JECFAはGC法により含盈測定を行っている。また、香料業界及び香料を利用する食   

品加工メーカーにおいてもGC装置が広く普及しており、測定機器を含めた測定環境に   

実務上問題は禦飢、ことから本規格案でもGC法を採用することとした。  

本品は、沸点が150℃未満（106℃）のため、香料試験法の9．香料のガスクロマトグラ   

フィーの面相百分率法の操作条件（2）により定放する。  

JECFAでは設定されているが、本規格では採用しなかった項目  

溶解性   

JECFAは、「溶解性：水、エーテルに溶ける」、「エタノールへの溶解性：溶ける」と   

している。しかしながら、本規格案ではIRによる確認試験、純度試験として屈折率・比   

重、含量を規定しており、「溶脾性」の必要性は低いため、採用しないこととした。  

挑点  
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（別紙3）  

香料「ピペリジン」の規格対比表  

規格案   JECFA   

含暮  98．0％以上   98％以上   

性状  
本品は．無～淡黄色の透明な液体  無～微．淡黄色の液体：アンモニア  
で，特有のにおいがある。   様、魚様なむかつく臭気   

確認試験  lR法（参照スペクトル法）   lR法（参照スペクトル法）   

純度  1．450～1．454（200c）   1．450～1．454（200c）  

試験   0．858～0．862（25／250c）   0二858～0月62（25／250c）   

（設定せず）   水．エーテル．アルコールに溶ける。   

沸点  （設定せず）   1060c   

定量法  GC法（2）   GC法  
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（参考）  

これまでの経緯   

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに添  

加物の指定に係る食品健康影響評価について依頼   

第324回食品安全委員会（依頼事項説明）   

第83回食品安全委員会添加物専門調査会   

第回食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会における国民からの意見聴取   

英司ト食品術生審議会へ諮問   

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会  

平成22年3月15日  

平成22年3月18日   

平成22年3月30日   

平成22年4月8日  

～平成22年5月7日   

平成22年6月14日   

平成22年6月23日  

●薬事・食品衛生審読会食品術生分科会添加物部会   

［委員〕  

氏  名   所   属   

井手 速却≡   東邦大学薬学部教授   

井部 明広   東京都健康安全研究センター専門参事   

小川 久美子  国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター  

病理部第三室長   

錐l刃 洋一   田立医薬品食品術生研究所衛生微生物部節二室長   

河村 葉子   国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部長   

北田 善三   畿央大学腱康科学部教授   

佐藤 恭子  国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部第一室長   

堀江 正一   大妻女子大学家政学部食物学科教授   

山内 明子   日本生活協同組合連合会執行役員推1繊維進本部本部長  

山川 隆   東京大学大学院戯学生命科学研究科准教授   

山崎 壮   国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部第二室長   

山添 鹿   束北大学大学院薬学研究科教授   

由田克士   大阪市立大学大学院生油科学研究科教授   

若林 敬二※  静岡県立大学食品栄養科学部客員教授   

※部会長  
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し狙  匪桓三司  

府 食 第 3 9 9 号  

平成2 2年5月 2 0 日  

厚生労働大臣  

・長妻 昭 殿   

食品安全委員会  

委員長  小泉 直  

添加物評価書  
食品健康影響評価の結果の通知について   

ピペリジン  

平成22年3月15日付け厚生労働省発食安0315第1号をもって貴省から当番  

見会に意見を求められたピペリジンに係る食品健康影響評価の結果は下記のとおりで  

すので、食品安全基本法（平成15年法律第48号）第23粂第2項の規定に基づき  

通知します。   

なお、食品健康影響評価の詳細は別添のとおりです。  

記  

ピペリジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えられ  

る。  

2010年5月   

食品安全委員会  
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＜審議の経緯＞  

2010年 3月15日  
目次  

厚生労働大臣から添加物の指定に係る食品健康影響評価に  
ついて要請（厚生労働省発食安0315第1号）、関係書類の  

接受  
2010年 3月18日  第324回食品安全委員会（要請事項説明）  
2010年 3月30日  第83回添加物専門調査会  
2010年 4月 8日  第327回食品安全委員会（報告）  
2010年 4月 8日から2010年5月7日まで 国民からの御意見・情報の募集  
2010年 5月14日  添加物専門調査会座長より食品安全委員会委員長へ報告  
2010年 5月20日  第332回食品安全委員会（報告）  

（同日付け厚生労働大臣に通知）   

＜食品安全委員会委員名簿＞  

‖小泉 直子（委員長）  

見上 彪 （委員長代理）  

長尾 拓  
野村 一正  
畑江 敬子  

鹿瀬 雅雄  
相川 容常   

＜食品安全委員会添加物専門調査会専門委員名簿＞  

今井口j 克己（座長）  

山添 康  （座長代理）  

石塚 真由美  
伊藤 晴美  
井上 和秀  
梅村 隆志  
江馬 眞  
久保仕l紀久枝  

塚本 徹哉  
頭金 正博   
中江 大  
林  兵   
三森 国敏  
森田 明美   
山田 稚巳  

○審議の経緯  

○食品安全委員会委員名簿  

○食品安全委員会添加物専門調査会専門委鼻名簿  

Ⅰ．評価対象品目の概要  

1．用途  

2．主成分の名称  

3．分子式  

4．分子量  

5．構造式  

6．評価要請の経緯  

Ⅱ．安全性に係る知見の概要  

1．反復投与毒性  

2．発がん性  

3．生殖発生毒性  

4，遺伝毒性  

（1）微生物を用いる復帰突然変異試験  

（2）ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験  

（3）マウスリンフォーマTK試験  

（4）げっ歯類を用いる小核試験  

（5）その他  

5．その他  

6．摂取量の推定  

7，安全マージンの算出  

8．構造クラスに基づく評価  

9．JECFAにおける評価  

Ⅲ．食品健康影響評価  

＜別紙：香料構造クラス分類（ピペリジン）＞  

く参照＞  
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Ⅰ．評価対象品目の概要  

1．用途   

香料  

2．主成分の名称   
和名：ピペリジン   

英名：Piperidine   

CAS番号：110・89・4（参照1）  

3．分子式   

C5HllN（参照1）  

4．分子量   

85．15（参順1）  

5．構造式（参照1）  

Q   

6．評価要請の経緯  
ピペリジンは、ホップ仙、コーヒー、大麦、にしんの塩臓品等の加工品、麦井、   

チーズ等の食品中に存在する成分である（参照2）。添加物（香1q・）「ピペリジン」   

は、欧米において、焼英子、グレービーソース類、ソフト・キャンデー類、アル   
コール飲料、清涼飲1月・、冷凍乳製品類等様々な加工食品において香りの再現、風   

味の向上等の目的で添加されている（参照1）。   
厚生労側省は、2002年7月の那覇・食品縮生審議会食品衛当三分村会での了承   

事項に従い、①JECFA（Joint FAO／WHO Expert Committee on Food   
Additives：FAO／WHO合同食品添加物矧l霊J家会読）で国際的に安全性評価が終   
了し、一定の範抑ノぅで安全性が確認されており、かつ、②米国及びEU（欧州連   

合）諸国等で枝川が広く認められていてl司l馴勺に必要性が高いと考えられる食品   

添加物については、企業等からの指定要請を待つことなく、主体的に指定に向け   
た検討を開始する方針を示している。今般、添加物（香料）「ピペリジン」につい   

て評価資料が取りまとめられたことから、、食品安全基本法に基づき、食品焼康影   

響評価が食品安全委員会に依頼されたものである。  

なお、香1S＝こついては、厚生労働省は「食品添加物の指定及び使用基準改正に   

関する指針について」（平成8年3月22日術化第29引望生省生活術生局長通知）   

にはよらず「国際的に汎用されている香料の安全性評価の方法について」に基づ   

き資料の整理を行っている。（参照3）  

要 約  

添加物（香料）「ピペリジン」（CAS番号：110・89・4（ピペリジンとして））につ  

いて、各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   
評価に供した試験成績は、反復投与毒性、発がん性、生殖発生毒性及び遺伝毒性  

に関するものである。  

添加物（香料）「ピペリジン」には、少なくとも香料として用いられる低用量域  

では、生体にとって特段問題となる毒性はないものと考えられる。また、食品安全  
委員会として、国際的に汎用されている香料の我が国における安全性評価法（参照  

3）により、構造クラスⅡに分類され、安全マージン（40，000）は短期間の反復投  

与毒性試験の適切な安全マージンとされる1，000を上回り、かつ、想定される推定  

摂取最（96～103帽／人／日）が構造クラスⅡの摂取許容値（540膵／人／日）を下回る  

ことを確認した。  

添加物（香料・）「ピペリジン」は、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸  

念がないと考えられる。  

Ⅱ．安全性に係る知見の概要  

1．反復投与毒性   

4週齢のSDラット（各押雄5～6匹）に塩酸ピペリジン（ピ ペリジンとして0、  

4  
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0．08、0．16、0．31％；0、80、160、310mg／kg体重／日1）を、予備試験の14日  
間に引き続く84日間、合計98日間混餌投与したところ、0．16％以上の投与群で  

体重増加抑制が認められた。病理組織学的検査においては、0．31％投与群で、精  

嚢腺の著しい萎縮及び重量の減少、精嚢腺の分泌順粒の減少、前立腺の腺管虚脱  
及び分泌物の減少が認められた。0．08％投与群には、そのほか、血液学的検査、  

血液生化学的検査、尿検査、器官重量及び剖検において、被吸物質の投与に関連  
した変化はみられなかった。原著論文の著者らは、これらの結果よりNOAELを  

0．08％（80mg／kg体重／日）としている。（参照4）   

食品安全委員会としても、本試験におけるNOAELを0．08％（80m釘kg体重／  
日）と評価した。   

2．発がん性   
ピペリジンについて、「食品添加物の指定及び任用基準改正に関する指針につい  

て」その他のガイドラインに準拠した方法による発がん性試験は行われていない  
が、以下のとおり、発がん性に関連した複数の報告がある。   

8～10週齢のMRCラット（各群雌雄各15匹）に、ピペリジン水溶液（0、0．025％  

（＋雅硝酸ナトリウム0．05％）、0．1％、0．1％（＋亜硝酸ナトリウム0．2％））を5  

匹／ケージあたり100mL／日、週5日、75週間飲水投与し、投与終了後は通常の  

飼育を継続し、生涯飼育後に病理組織学的検査を行った。その結果、被験物質の  

投与に関連した腫瘍発生蘭磯の増加はなく、当該動物種の対照群に通常みられる  
腫瘍（主に下垂体の脱腫並びに乳腺、子宮及び精巣の腫瘍）の発生にも変化は認  

められなかったとされている。（参照5、6）   

また、SIV50ラット（各畔雌8匹）に、ピペリジン（0．5％、0．5％（＋亜硝酸  

ナトリウム0．5％）；250、250（＋亜硝酸ナトリウム250）mg／kg体重／日1）を  

76日間混帥投与し、投与朋始後380日に屠殺したところ、被飲物質の投与に起  

因した腫瘍発生は認められなかったとされている。（参照7）   

なお、経口投与による試験ではないので参考データではあるが、6～8遇齢の  

A／Heマウス（各群雌難各201些）にピペリジン（0（無処置対照）、0（溶媒対照）、  

50mg／kg休弘旧）を24週間に計19回腹腔内投与したところ、被験物質の投与  
に関連した腫瘍の発生は認められなかったとの報告がある。（参照8）   

なお、国際機関等（IARC（InternationalAgencyforResearchonCanCer）、  
ECB（EuropeanChemicalsBureau）、EPA（EnvironmentalProtectionAgency）  
及びNTP（NationalTbxicology Program））による発がん性評価は行われてい  

ない。   

3．生殖発生毒性   
ピペリジンについて、「食品添加物の指定及び使用基準改正に関する指針につい  

て」その他のガイドラインに準拠した方法による生殖発生毒性試験は行われてい  
ないが、以下のとおり、生殖毒性に関連した報告がある。  

8～10週齢の交雑（C57BL／J6×DBA／2）マウス及び10週齢の近交系ゴールデ  

ン・シリアン・ハムスター（各群雄3匹）にピペリジン（0、400mg／kg体重／日）  

を飲水投与した。投与開始後40日から90日まで、5日間ごとに精子検査を行っ  

たところ、異常精子の頻度に被験物質投与の影響はみられなかった。また、8∵  

10適齢の交雑（C57BL／J6×DBA2）マウス（各群雌15～20匹、雄は雌2匹に対  

し1匹）にピペリジン（0、400mg／kg体重／日）又は陽性対照としてEMS  
（ethylmethanesulfonate）（250mg／kg体重／目）を2、3、4、5、6、7、8、9、  

10、11又は12週間飲水投与し、雌雄2：1で交配したところ、雌の受胎率に被畝  

物質の投与に関連した変化は認められなかったが、妊娠動物あたりの死亡胎児数  
の増加が認められたと報告されている。（参照9）   

食品安全委員会としては、ビペリジンの投与による妊娠動物あたりの死亡胎児  
数については、その増加の程度はわずかなものであり、かつ、それが400mg／kg  

体重／日という商用盈でみられたものであることから、毒性学的な意義は低いもの  

と考えた。   

4．遺伝毒性  

（1）微生物を用いる復帰突然変異試験  

ピペリジンについての、細菌（助血以】e肋むpム血u乃■u皿m98、mlOO、   

m1535、m1537）を用いた復楯突然変異試験（扱高用像0．3mg／plate（3   
pmol／plate））では、代謝活性化系の有無こかかわらず陰性の結果が報告されて   

いる。（参照10）  

ピペリジンについての、細菌（ぷ初頭血w血がm1530、m1531、m1532、   
m1964）を月いた復帰突然変異試験（最高用量5mg／plate）では、代謝活性   
化系の有鮒こかかわらず陰性の結果が報告されている。（参照11）   

（2）ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験  
添加物（香料）「ピペリジン」についての、CHL／IU（チャイニーズ・ハムス   

ター肺由来培養細胞株）を用いた染色体異常試戯（放郎l］罷0．85mg／mL（10   

mM））では、代謝活牲化系の有鮒こかかわらず陰性の結果が報告されている。   

（参照12、13、14）   

（3）マウスリンフォーマTK試験  

L5178Ytk＋／▲・3．7．2c（マウスリンパ腫由来培養細胞株）を用いたマウスリンフ   

ォーマTK試験（最高用意0．69mg／mL（8．1mM））では、代謝活性化系非存   
在下の1用量群（0．52mg／mL（6．1mM）でのみ、相対総増殖率10％以上（24％）   

で突然変異コロニー数が2倍以上になったとされている。（参照15）   

（4）げっ歯類を用いる小核試験  
添加物（香料）「ピペリジン」についての、7週齢のICRマウス（各肺雄5   

匹）への2日間強制経口投与による血＝山狩骨髄ノ」、核試験（最高用量150mg／kg   

体重／日）では、陰性の結果が報告されている。（参照13、14、16、17）   

（5）その他  

L5178Ytk＋／．・3．7．2cを用いたDNA軌切断試験（最高用量0．68mg／mL（8．0  

6  

lJECFAで用いられている換茹低（lPCS：EIiC70）を用いて桝眠丑な推私  

軸   股終体重  釈研也   摂雨龍  
（kg）  （g働物／日）  （g在官体現／ロ）   

ラット（若）  0．10   10   10U   

ラット（老）  0．40   20   50   
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添加物（香料）「ピペリジン」には、少なくとも香料として用いられる低用量域  

では、生体にとって特段問題となる毒性はないものと考えられる。また、食品安全  
委員会として、国際的に汎用されている香料の我が国における安全性評価法（参照  

3）により、構造クラスⅡに分類され、安全マージン（40，000）は短期間の反復投  

与毒性試験の適切な安全マージンとされる1，000を上回り、かつ、想定される推定  

摂取量（96～103購／人／日）が構造クラスⅡの摂取許容値（540膵／人／日）を下回る  

ことを確認した。   
添加物（香料）「ピペリジン」は、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸  

念がないと考えられる。  

mM））では、代謝活性化系非存在下で陰性であるが、代謝活性化系存在下では、   

細胞株の生存率低下が5％以上でDNA単鎖増加率が6．5％以上となったのが最   

高用量群のみであったことから、陽性か否かの判定は不能（equivocal）であっ   

たと報告されている。（参照18）  

以上の結果から、マウスリンフォーマTK試験では代謝活性化系非存在下の評価  

可能な最高用量のみにおいて、突然変異コロニー数の増加が報告されているが、  
細菌を用いる復帰突然変異試験及びほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験で陰  
性であり、かつ、最大耐畳まで実施された小核試験でも陰性の結果が報告されて  
いることから、添加物（香料）「ピペリジン」には、少なくとも香料として用い  

られる低用量域では、生体にとって特段問題となる迫伝毒性はないものと考えら  

れた。   

5．その他   
内分泌かく乱性に関する試験は行われていない。   

6．摂取量の推定   
添加物（香料）「ピペリジン」の香料としての年間使用境の全量を人口の10％  

が消典していると仮定するJECFAのPCTT（PerCapitaintakeTimesTbn）法  
による1995年の米田及び欧州における一人一日あたりの推定摂取瀾は、それぞ  

れ96囲及び103膵である（参照1、19）。正確には指定後の追跡調査による  
確認が必要と考えられるが、既に指定されている香料物質の我が国と欧米の抑定  

摂取昂が同程度との情報があることから（参照20）、我が国での本品目の推定摂  

取琉は、およそ96から103膵の範囲になると推定される。なお、米国では食品  

rllにもともと存在する成分としてのピペリジンの摂取量は、意剛1勺に添加された  

本物質の約1．5倍であると推定される（参照19、21）。   

7．安全マージンの算出   

98El間の反復投与毒牲試験におけるNOAEL80mg／kg休範川と、想定される  
推定摂取量（96～103膵／人用）を休重50kgで削ることで算出される推定摂取  
量（0．002mg／kg体重／日）とを比絞し、安全マージン40，000が得られる。   

8．構造クラスに基づく評価   

ピペリジンは構造クラス1Ⅰに分類される。生体内では、ヒトの血中、尿中等か  
ら検出されたとする報告がある。ピペリジンは、生体内で酸化による代謝を受け  

るものと考えられている。（参照19、22、23、24、25、26）   

9．JECFAにおける評価  
JECFAは、添加物（香料）「ピペリジン」を）】馴方族のアミン及びアミドのグル  

ープとして評価し、推定摂取量は、構造クラス打の摂取許容伯（540膵／人／日）  

を下恒Iるため、本品目は、現状の摂取レベルにおいて安全性上の懸念をもたらす  

ものではないとしている。（参照19）  

Ⅲ．食品健康影響評価  
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香料構造クラス分類（ビベリジン）  
YES：→，NO：……〉  

START  ＜参照＞  
2 以下の官能基を持つか  

脂肪族第2級アミンとその塩町如0．N血岱0，  1RIFM（ResearchInstituteforFragranceMaterials，Inc．）・FEMA（Flavorand   
ExtractManufacturer8’As80Ciation）database（websiteacces8edinMar．  
2010）．（未公表）   

2 NijssenLM，VanIngen・Vis8CherCAandDondersJJH（ed．），VCFvolatile   
COmPOundsinfood，databaBeVer8ion12．1，TNO（NederlandseOrganisatie   
VOOrTbegpaStNaturwestenschappelijkOnderzoek）・theNetherlands   
（websiteaccessedinMar．2010）．（未公表）   

3 香料安全性評価法検討会，国際的に汎用されている香料の安全性評価の方法に  

ついて（最終報告・再訂正版）（平成15年11月4 日）．   

4 Am00reJE，GumbmannMR，BoothANandGouldDH：Syntheticnavors：   
efnciencyandsafetyfactorsforsweatyandfishyodorants．ChemicalSenBe8  
andFlavour1978；3（3）：307・17   
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験検査等について ピペリジンのほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験（厚  

生労働省委託試験）．2006   

13 Sigma・Aldrich，Certincateofanalysis（productname，piperidine99＋％，   
FCC；productnumber，W29080・7；lotnumber，07725MA）．   

14 被験物質ピペリジンの確認結果（要請者作成資料）   

15 WangenheimJandBoIcsfbldiG：MouselymphomaL5178Ythymidine   
kinaselocu＄aSSayOf50compounds．Mutagenesis1988；3（3）：193・205   

16（株）三菱化学安全料学研究所，平成17年度食品・添加物等規格基準に関する試   
験検査等について ピペリジンのマウスを用いる′J、核試験（厚生労働省委託試  

駅）．2006   

17（株）三菱化学安全料学研究所，「ピペリジンのマウス小核試験（試験番号：  

BO51686）」の用量設定試験．2006   

18 GarbergP，AkerblomELandBoIcsfbldiG：Evaluationofagenotoxicitytest  
measuringDNA，Strandbreaksinmouselymphomacellsbyalkaline  
unwindingandhydroxyapatiteelution．MutationResearch1988；203：  
155・76   

19 WHO，Foodadditivesseries：56，Safetyevaluationofcertain王bodadditives，   
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